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対象 目標 内容 方法 日時 講師 場所

がん看護(基礎編）
レベルⅠ以上

約60人
がん看護の基礎的知識を理解し、実践に活か
すことができる

・緩和ケア
・がん化学療法看護
・がん放射線療法看護
・がん性疼痛看護
・がん患者における精神的ケア

講義
7/22（金）

9：00～16：30

がん看護専門看護師
岡本　泰子　看護師長

石坂　暁子　副看護師長
緩和ケア認定看護師

　内田　新
がん性疼痛看護認定看護師

前田望花

東病棟12階
患者多目的ホール

  看護過程研修
レベルⅠ
約60人

看護過程が理解し、事例を展開することができ
る

・NANDA13領域の各項目の意義、情報収集、アセスメ
ントについて
・看護過程について　他

講義
ＧＷ

10/14(金）
9：00～16：00

熊本大学大学院
生命科学研究部准教授

松本智晴　先生

東病棟12階
患者多目的ホール

急変時の対応
レベルⅠ
約60人

・急変対応に必要な知識とスキルを習得する
・急変対応時のコミュニケーション、チームワー
クの必要性について理解し行動できる
・緊急性と優先度の判断が理解できる

・急変対応に必要な知識
・スキルトレーニング
・コミュニケーションとチームワーク概論
・シナリオトレーニング

講義
演習

1/14(土）
8：00～12：00
13：00～17：00

救急・総合診療部
入江弘基　先生

インストラクター(看護師）

中央診療棟7階
臨床研修センター

看護管理
レベルⅡ－１

約60名（各部署１～２
名）

・看護管理を理解し、部署の運営に参画でき
る
・チームメンバーとして主体的に行動できる。

・看護管理とは
・コンプライアンス

未定
9/16（金）

13：30～16：
30

井原国代　副看護部長
東病棟12階

患者多目的ホール

事例研究発表会
レベルⅡ-1

約50人

・事例検討を行い、自己の看護実践を振り返る
ことで看護ケアに活かすことができる
・研究的態度を養い看護の探求心を高める
・自己の看護観を養う

・研究発表
・事例検討

発表
検討

10/29（土）
8:00～11：45

看護師長他

東病棟12階多目的ﾎｰﾙ
東病棟12階セミナー室２
管理棟3階第一会議室
総研3階安全講習室

ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
研修：6ヶ月

2022年度プリセプター

・新人の半年間の成長度合いを評価し、今後
の指導内容や方法を検討する
・プリセプターの体験を通して自己の関わり方
や自己成長を再確認する

・新人の成長度合いの評価と今後の指導のあり方
・自己の振り返りと指導者としての成長過程の確認

講義
ＧＷ

9/7（水）
8:30～11：30

四天王寺大学看護学部教授
宇佐美しおり先生

東病棟12階
患者多目的ホール

ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰｼｯﾌﾟ研修

レベルⅡ-1以上
2023年度ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰ・新
副看護師長・副看護師

長希望者

プリセプターシップﾟについて理解し実践する
・ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰｼｯﾌﾟの概念
・効果的な指導・教育方法
・新人看護師の特性・面接技法

講義
ＧＷ

3/1（水）
8：30～12：30

四天王寺大学看護学部教授
宇佐美しおり先生

東病棟12階
患者多目的ホール

療養支援Ⅰ
ラダーレベルⅡ-2以上
約50人

患者・家族が安心して患者が希望する退院後
の療養環境に移行するための支援を学ぶ

・療養支援について
・急性期病院における看護師の役割
・診療報酬について
・在宅療養継続のための社会資源活用・ケアマネ
　ジャーの役割の理解
・医療ソーシャル・ワーカーの役割
・療養支援におけるIPWの重要性

講義
演習

6/24(金）
9：00～16:45

在宅ケア移行支援研究所
宇都宮宏子オフィス

宇都宮宏子先生

東病棟12階
患者多目的ホール
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療養支援Ⅱ
療養支援Ⅰ受講者
ラダーレベルⅡ-2以上
約50人

患者・家族が安心して患者が希望する退院後
の療養環境に移行するための支援を学ぶ

・療養支援について
・急性期病院における看護師の役割
・診療報酬について
・在宅療養継続のための社会資源活用・ケアマネ
　ジャーの役割の理解
・医療ソーシャル・ワーカーの役割
・療養支援におけるIPWの重要性

演習
実践
発表

11/25(金）
9：00～16:45

在宅ケア移行支援研究所
宇都宮宏子オフィス

宇都宮宏子先生

東病棟12階
患者多目的ホール

がん看護（実践編）
ラダーレベルⅡ-1以上

約30人
がんやがんの治療に伴う症状へのケアについ
て理解し実践に活かすことができる

・症状マネジメント　とは
・がんに伴う苦痛症状への看護ケア（がん性疼痛）
・治療に伴う有害事象への看護ケア（がん化学療法）
・がん看護における症状マネジメント（IASM）
・事例検討

講義
演習

9/29（木）
9:30～16：30

がん領域専門・認定看護師
東病棟12階

患者多目的ホール

中堅看護師としてのクリ
ニカルリーダーシップと

マネジメント研修

ラダーレベルⅡ-１・Ⅱ-
2かつ看護師経験年数
4年目～7年目
約30人

・患者・家族・スタッフとの短時間での効果的介入技法
等

講義
GW

10/26（水）
8：30～12：30

四天王寺大学看護学部教授
宇佐美しおり先生

東病棟12階
患者多目的ホール

フィジカルアセスメント
ステップアップ

ラダーレベルⅡ-2以上
約30人

・フィジカルアセスメントに必要なフィジカルイ
グザミネーション技術を向上させ、フィジカルア
セスメントを確実に行う
・指導者の根拠を学ぶ

・意識・呼吸・循環・腹部の診察技法を学ぶ
・肺血症を学ぶ
・事例を使用して得られたデータから正常と異常、緊
急性を判断する
・フィジカルイグザミネーションと事例の統合

講義
演習

6/30(木）
8：00～12：00
13：00～17：

00

田中貴子集中ケア認定看護師
村上志穂救急看護認定看護

中央診療棟7階
臨床研修センター

看護研究のすすめ
ラダーレベルⅡ-2以上

約20人
研究の基礎を学び、研究課題を明確にして、
研究に取り組むことができる

・研究概論・量的研究・質的研究・文献検索・文献検
討・研究計画書作成・倫理審査

講義
演習

5/27(金）
8：30～16：45

専門看護師
東病棟12階

患者多目的ホール他

リーダー育成研修Ⅰ
レベルⅡ-2相当

約50人

・リーダーに求められるマネジメントを習得する
ことができる
・ナレッジマネジメントを理解する

・組織で働くということ
・「パートナーシップ・ナーシング・システム」は
・「パートナーシップ・マネジメント・システム」ということ
・リーダーに求められる役割と仕事の管理方法
・後輩への指導方法
・ナレッジマネジメント　徹底現場主義

講義
ＧＷ

7/29(金）
8：30～12：30

パートナーシップ・マネジメント
代表　　上山　香代子　先生

東病棟12階
患者多目的ホール

リーダー育成研修Ⅱ
レベルⅡ-2相当

リーダー育成研修Ⅰ
参加者

・リーダーに求められるマネジメントを習得する
ことができる
・ナレッジマネジメントを理解する

部署実践報告
講義
ＧＷ

11/18（金）
8：30～12：30

パートナーシップ・マネジメント
代表　　上山　香代子　先生

東病棟12階
患者多目的ホール

認知症看護
レベルⅡ-２以上

約30人

認知症に関する基本的知識を習得し、実際の
臨床実践の現場において患者が安全、安心
できるケアを受けることができる

・認知症の基礎知識
・病態生理や症状、治療法について
・認知症看護について

講義
演習

2/13(月）
13：00～16：

30

熊本大学大学院生命科学研
究部神経精神医学講座

講師認知症専門医
遊亀　誠二　先生

認知症看護認定看護師
市川　麻紀副看護師長

東病棟12階
患者多目的ホール

臨床推論
レベルⅡー２　取得後5

年以内
1回目25人　2回目25人

ケアを決定するプロセスと根拠について理解
し、看護が提供できる

・臨床推論とは
講義
演習

12/16(金）
1回目：8：30

～12：00
2回目：13：00

～16：30

急性・重症患者看護
専門看護師

吉里　孝子看護師長

東病棟12階
患者多目的ホール
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臨地実習指導者研修
（1回のみ）

2022年臨地実習指導者
約30人

（Ⅱ－２相当）

・臨地実習指導者の役割を理解し、効果的な
実習指導を実践する
・実習指導者と協働し、実習指導を展開するこ
とができる

・看護教育における臨地実習について
・実習指導教員との情報交換

講義
GW

7/1(金）
14：00～16：

00

熊本大学大学院
生命科学研究部

前田ひとみ先生他

東病棟12階
患者多目的ホール

災害看護
レベルⅡ-2以上

約30人

・災害看護の基礎と特殊性について理解する
・災害発生時の対応について理解する
・施設内の災害対応を理解する

・災害看護に必要な基礎的事項
・災害看護の特殊性
・災害発生時の対応
・救護活動に必要な技術
・トリアージ

講義
GW

9/8（木）
8:30～12：00

災害医療教育研究ｾﾝﾀｰ長
教授　　笠岡　俊志先生

村上志穂救急看護認定看護師
中央材料部藤本陽子看護師長

東病棟12階
患者多目的ホール

家族看護
レベルⅡ-2以上

約30人
家族アセスメントに必要な基本的知識を身に
つけ、患者・家族への看護実践に活かすこと
ができる

・家族看護の基本的な考え方
・家族理解に必要な視点と基盤となる理論
・家族看護介入
・事例を用いた家族看護の展開
・急性期病院での家族との関わり

講義
演習

12/15（木）
9：00～16：00

高知県立大学
家族看護学・基礎看護学
教授　瓜生　浩子先生

東病棟12階
患者多目的ホール

Ⅱ
―

2
・
Ⅲ

事例検討
  (ﾛｲ看護論）

レベルⅡ-2・Ⅲ

看護過程に看護理論を活用できる
・ロイの看護理論をもとに看護を展開し事例に
まとめることができる
・看護実践における論理的思考を育てる
・ロイの看護理論を自部署に浸透できる

・ロイ適応看護モデルの概要
・ロイの看護理論を用いた事例検討

講義
ＧＷ

1回目：9/26
13:30～16：45
2回目：11/11
14:00～16:45
3回目：12/12
14:00～16:45

聖マリア学院大学教授
日高艶子先生

東病棟12階
患者多目的ホール

事例検討
(ｵﾚﾑ看護論）

レベルⅡ-2・Ⅲ

看護過程に看護理論を活用できる
・オレムの看護理論をもとに看護を展開し事例
にまとめることができる
・看護実践における論理的思考を育てる
・オレムの看護理論を自部署に浸透できる

・オレム看護理論の概要
・オレムの看護理論を用いた事例検討

講義
ＧＷ

1回目:9/14（水）
13:00～16:30

2回目:10/26（水）
13：30～16：30

3回目：11/30（水）
13：30～16：30

４回目:12/21（水）
9：00～12：00

四天王寺大学看護学部教授
宇佐美　しおり先生

東病棟12階
患者多目的ホール
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